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日立食塩水電解用2′380kWシリコフォーマ

日立造船株式会社経由で韓国の大韓プラスチックス祉へ,食塩水

電解用直流電源として,整流器用変圧器,負荷暗電圧調整器,可飽

和リアクトル,シリコン整流器および電流計測装置を一体化した

2,380kW,2軋000Aシリコフォーマ(Silicoformer:日立シリコン変

圧整流装置)を納入し目下好調に運転中である｡シリコフォーてほ,

交流を高圧プッシソグに接続すれば他方から所望の直流出力が得ら

れる変換装置である｡この装置はシリコン整流素子の容量増大に伴

う使用素子数の減少,シリコン整流器の特長の一つである構造上の

多様性,直流大電流の精密計測など日立の総合技術を結集したもの

である｡2,380kWシリコフォーマは従来の構成方式すなわち各機

器を単独に設置して機器間を導体で接続する方式に比べ,次の特長

があけられる｡

(a')-イ乍構造のため占有両横が従来形に比べ約70プ左となる｡

(b)一体構造のまま輸送ができる方式を採用して,現地の工事

期間を著しく短縮した.｡

(c)整流器用変圧器とシリコン整流語㌻‡との接続導体が最短とな

るため,従来形に比べ,効率で0.2%,力率て1.5グg向上し,

電圧変動率は1.5%減少した｡

(d)わi流28刀00A計測用シャントおよび抵抗加‡招き筐も一体鵬

道内に収納しており,工場試験略こ較正ノうこ完了しているた

よう,現地で従来のDCCTのような較正がまったく不要で

ある｡

1･2′380kWシリコフォーマの仕様と特長

(1)仕 様

定 格 出 力

定格直流電圧

直流電圧調整範囲

近格直流電流

定格交流入力電圧

冷 却 方 式

走 格

整流回路方式

シリコン整流素子

2,380kⅥr

85V

85Vヘノ45V

28,000A

6,600V 三相 60c/S

送油水冷

100%連続

6相2重量形相問リアクトル什

300A 500V

(2)特 長

電解用直流電源として本装置のおもな柑長は次のとおりで

ある｡

(a)直流電流の計測に従来のDCCT,ホールCTよりさらに

高精度で信頼性の高い,日立製作所のみ使用できる並列シャン

ト加算方式を採用した｡

大電流の精密計測は電解工業においては長年の懸案であり,

特に近年,電解梧の単位容量が大形化して,電解効率の向上が

急務となっているため,直流大電流の正確な計測管理が必要で

ある｡従来のシャントによる計測でほせいぜい10kAが限度で

あって,これ以上の精密同時計測はきわめて困難であったが,

並列シャント加算方式の開発によって電流の絶対値は0.5プg以

下の精度で測定することができたっまた外部導体によって生す

る磁界の影響を受けないため,工場試験の目盛較正のみで現地

における校正の必要はない｡このため本例のように輸出した場

合でも現地の運転調整は非常に短期間で終了した｡

(b)直流電流2軸00Aは定電流制御により,制御精度0.7ヂ左

以下の安定した定電流の出力が行らカ1た｡シャントにより検出

された直流電流量は,前置増幅一器で増幅され,十イリスク式の

[司1 2,380kW,85V,28,000Aシリコフォーマ

回2 300A形シリコン

整流素子

団3
_牡繰結線図

べ.バL＼'3小川■`ぺ

■./Ⅰ′S
:r∴l

二=し■B

=】l'二｢
′.〔

･一二く-てぃー＋-一一r､J

/リ ブl｢王1‡
つ

‾‾‾‾‾‾

‾
◆‾‾‾‾‾

-一-1

J長吉買主こ澄_弓
一二r｢｢-二1一二}⊥.++ゴこIt･1':ン ･.++･一 卜

い-i諾ごごコj ロ

≠ゴ主ii〒f ■

じ二t】｡-‡∫1加二一≡｢ユ叶‥′∋
◆rl■■.一 一

lゴ!

:./ ソIミl】→卜し二

1･
1 l】

2二りエコ細川｢示汀?卜しl

175

い∴.二

高哨中綿ミ､高速吐の直流増幅器により,整流装置主回路の電圧

謂登用可鰍和リアクトン制御巻線を制御する方式である｡この

方式によt),制御精蛭,応答特性,安定性のす･くヾれた定電流制

御カニ得られた二.

2.構造上の特長

2,380kWシリコフォーては負荷時電圧調整器と相聞リアクトル

を内蔵した3,200lくVA変圧器に直流電圧の微調整用可飽和リアクト

ル,シリコン整流素子､高速限流ヒューズ(ハイラップヒューズ),

異常電圧吸収装置.直流電流計測装置などを収納した整流器キユー

ピクルを一体化し ぼ-ぎ全装備の状態で輸送ができる構造となって

いる｡現地のふん同気は,電解槽より発生する腐ノ創生カ〔スを含むた

め,整流器キユーピクノL内に外気か侵入しないようiこ密閉構造とし,

各種電気部品の餌食､電気接続部の接触不良を未然に防止する設計

となっている二冷却方式としてほ変圧器,整流器ともに独立した送

油水冷式を才か目しているのて冷却効果は良好であるニ

(､日立製作可僚電事業本部)
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176 日立評論 第50巻第2号

日立EF80電気暖房用インバータ

国鉄の客車の暖房力式としてほ蒸気暖房と電気暖房とが実用化さ

れている｡最近電化区間の増加に伴い電気暖房を使用する線区が大

中副こ増加してきた｡電気暖房においてほ各客車にACl,500Vが供

給され,これを客車に取り付けられた降圧トランスにより200Vに降

圧して客車の暖房あるいは温水器用として使用する.｡AC20kV電

化区間では主変圧器の三次巻線から電源をとるので特に問題ほない

が,DCl,500V区間においてはDCl,500VをACl,500Vに変換す

る装置が必要である｡この変換装置としては現在DCM-ACGの電

動発電機が採用されており,直流機関車,交直両用機関車用として

使用されている｡このMGを静.1【二器化しようとする試みは以前か

ら行なわれているが,当時ほ水銀整流器を使用したため,整流タン

クの安定性および回路方式の複雑さの点から一両分試作されたにと

どまった｡しかし最近サイリスタの高速度大容量化ならびに回路技

術の発展に伴い再びイン/ミータ方式がとりあ:ずられるようになり,

今回日立製作所は日本国有鉄道からEF8063号用インバータ1台を

受任し製作納入した｡電動発電棟をインノミ一夕に置き換えることに

より得られる利益は次のとおりである=

(1)重量が約40%になる｡(2う 効率がよいっ(3〕保守が容

易である｡

特にインバータ化により3t以上の重量軽減が達成できるとと

もに,ベアリング,ブラシの陳ざ､うニカこ解椚されたことこよる利益こ三大

きい｡

このインバータの仕様は表1に示すと.㌻ゴリであるカ;,特長として

は次の点があげられる〈

(a)DCl,500Vに対しインバータ･:ミ1段てある.二

DCl,500Vに対しては数固の嘉子を直列接続することが

必要である｡しかしインバータ回路では急し(わんな道電圧

が素子にかかるため逆電肝分机ゾ〕平衡に問題があり,従来

1Sのインバータ回路を直列接続する方式が行なわれてき

た｡しかしこの方式では付属品が増すため得策でこよない.,

このためインバーク回路ふよび電圧分担を検討し,1,500V

インバークを1段ででることこ攻功した二

(b)直流フィルタを十分大とし,架線電涜の脈動を防止したっ

またフィルタ川リアクト′レナ乍心として転失電流の抑制も

兼jlた.｢

(c)冷却用電動送風磯の電源′シ直涜からとろことこま行まし･:な

いので,インノミータ州力の交流からとることとした二

(d)出力トランス,ACフイ･′ンヌを竹略し,軽量化を回った｢

(e)電動発電機との置換え71;‖一能て㌔構造上L･,また操作方式も

極力それにあわせた-_

暖房変圧器と組合せ,人力電瞑′ユ変f註(簸,f与荷急変式軌 出力電

圧切換試験などを行なったが問矧£なかった一 図3は客車14両全

負荷運転時の各部の波形を示したものてある二 市警回路こ対する影

響も特に問題ないことが確認された し日立製作可テ交通事業訂

衷1 イン/こ-_一才･つ什様と構攻
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パルス運転用制御棒駆動装置

日立製作所では軽水形原子炉の安全性に関する研究を進展させる

ため,さきに株式会社東京原子力産業(TAIC)研究所に納入した日

立教育訓練用原子炉(HTR)をパルス運転し,反応度事故解析に

役だつ基礎研究を進めている｡この際使用されるパルス運転用の制

御棒駆動装置はこれまで製作納入してきた各種の制御棒駆動装置の

経験,技術をもとにして製作されたものである｡

1.お も な仕様

制御要素の材質

制御体の反応度制御能力

有効ストローク

緩衝ストローク

引 抜 速 度

そ う 入速度

2.特

ボロンステンレス鋼

1.3%』k

400mm

200mm

O.1s/400mm

2s/400mm以下

長

構造が簡単でしかも遠隔にて容易に操作できる信板性の高い装置

である.｡

その特長をあげると次のとおりである｡

(1)制御棒の急速な引抜を行なうことができる｡

(2二)引抜完了後再そう入までの時間の調整が可能である｡

(3)停止時の衝撃力が小さい｡

(4)投入反応度を引抜量の増矧こよって変化させることが可穏

である｡

(5〕走行状態の指示が可能である｡

3.構造および作用

図lにその断面を示す｡駆動装置ほ制御棒部,駆動用空気供給制

御系および駆動機構本体の3部から構成されている｡

(1)制 御 棒 部

23nlm¢×400mm長さのボロソステンレス鋼製の吸収体とア

ルミフォロワおよぴこれらを本体と結ぶ連結シャフトからなり,

吸収体は特殊燃料要素のガ

イド管内を移動する｡

(21駆動用空気供給制御

系

コンプレッサ,ヘッダ,

切換用の電磁四方弁,電磁

弁制御用のリレー回路,時

間制御用プリセットタイマ

および配管などから構成さ

れている｡

(3)駆動機構本体

HTRに据え付けた駆動

機横本体を図2に示す｡本

体は専用のブリッジiこより

直接HTRのレールに取り

付けられる｡

制御要素の急速引抜を必

要とするもので作動方法と

して空気式を採用し,連結

棒上部のピストンがシリン

ダ内をしゅう動する構造と
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句
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旬
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してある｡シリンダこま二重良二詣構造で外部は駆動川空気のリザーバ

であり,ピストンの走行i･こ伴う供給空気源の圧力降下を防いでい

る｡制御棒はピストン下部に空旺をかけ,浮き上りを押えている

引金をはずして二3漣に引き抜l∴引金の操作も圧縮空気によって

行なわれる｡

投入反応度の量を変えるため引金をねじ軸により移動できるよ

うiこし,制御棒の引抜距離を可変にする構造としている‥ノ

引抜時の加速度は約10Gに達するので停止時の衝撃を防ぐた

め緩衝用のピストンシ三Jンダを水中に設け,有効ストロークが終

わって緩衝ストロークにはいるとシリンダの隔聞から吹き出す水

の動正によってユネ′ンギーを吸収し,円滑に停止する｡

制御棒の走行状態をモニタするために抵抗線による電比の変化

を読み取る方法とどストン上掛ウシヤフトに小孔をあけ,光電管

ピ･ソクアップにエって検知する方式とを併用している.〕

4.操 作 方 法

パルス用制御棒こま次のl掛トさ作動する｡

(1)手動ハントンによって走行開始位置を設定する.｡

(2)排気用電磁弁,給気用電磁弁を開く｡圧力が5kg/cm3に

なると圧力スイッチにより駆動可能の状態になる｡

(3)引金シリンダ用の電磁弁を開き,シリンダに空人毛を送って

引金をはずし,引抜を行なうっ

(4)引金ピストンの作動をリトソトスイッチで検知してプリセ

ヅトタイマこう禎台動し,設定時閉経過後,電磁弁の切換えに

よりシリンダ上部に空気を送り,そう入を開始する｡

(5､1そう入完了するとリミ･ソトスイッチにより電磁弁が閉

まる｡

(6)引金を最下捉まで降すとリミットスイッチにより引金シリ

ンダf日電位舟シ切り換わり,引金が閉じる｡

(日立製作所磯電事業本部)
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DC600V 2′500kW

日立点検室付直流ユニットサブステーション

このたびF†立番廷作所国分+二場およぴIl立+二場て,ノ∴ミ検峯什直掟ユ

ニットサブステーションを完成し,京阪電気鉄道株式会社六地蔵変

電所および香里変電所へ納入したr.

点検室付両統ユニットサブステーションとは,シリコン鰍充器,

高速度遮断器,配電盤など,電気鉄道用巾流変電所赦器一一式を,一

括して屋外用メタ′しハウジングに収納したものて,電鉄用としてほ

初めての方式である｡

京阪電気鉄道株式台杜でほ脚和29年以来,もっこよら屋外ユニット

サブステーションを指用されている力こ,乍回さらに保`､1=点検の便利

な点検室付直流ユニットサブステーションを探和された｡

図1に外観を,図2にぎi鳩ミ按綻lズlを,図3に変電所全休配置を

示す｡

1.構 造

(a)メタルハウジングほ,ユニットバネ′し鵬収のプレハブ構造

で,バネ′レとバネ′レをポノLト連結するの克て組ん

立てが完了する｡

(b)収納機器の操作および一･さぇ検L,必要な部分にノf二＼検

通路またはノ1ミ検室を設汁,ノごえ検通路からほ充電部

に触れないよう,接地全域で1ヒ全に遭へいLて

ある｡

(c)高速度遮断器ほ6kAl千丁と4kA2台てあるれ

いずれも自動連結式で,新路器は省略されているて

(d)屋限を断熱辛気層のある二屯天井とし,ふ`二射熱

の侵入を防止するとともに,発熱量の多い榛器の

下部より吸気し,その真一Lに排気する構造とし･i室温の上昇を防止しているし‥

(e)主回路を上部ブスダクトで連糸占し,制御回路をノ､

ウジング床パネルに設けた電線ポケット内を通す

構造としたので,ピ､ソトおよぴピ､ソト配線ほ不要

である｡
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2.特 長

(a)変電室娃屋方式i･･こ比べ総建設費が約70%と経済的である｡

(b)変電所全敷地面執も 変電宝達屋方式の48%で済むうえ

に,幅7.5mの細長い敷地で足r)るので,鉄道線路ぎわへ

の据え付けに好適である｡

(c)点検室付きのため天院および昼夜にかかわらず,保守点検

が容易である｡

(d)プレハブ構造のため,1週間という短期日で据え付けがで

きる｡

(e)ハウジング収納楼器間の接続網のピットが不要である｡

(日立製作所機電事業本部)
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タイ国有鉄道より受注したディーゼル動車20両(動力車･付随中

各10両)が42年ウ月に完成.二†二場内各種試験に合格しノ現地に向け

て船積みされた｡.

このディーゼ′レ動季の外観および客室ほ,図1,2に示すとこおり

で,以下そのおもな仕様,構造,特長iこついて紹で卜する｡

1,お も な仕様

軌 問

?た 車 重 量

｢-て

ノ上
｢→1､r

｢
ゝ

人

人
､
亡

僻
借
物

頼

+り∴何

最 高 速 度

ディーゼルエンジン

トルクコン′ミ一夕

主 要 寸 法

長 さ(連結巾澗)

車 体 高 さ

車 体 幅

床 面 高 さ

心皿間距離

軸 問 罪巨離

車 輪 径

2.

1,000mm

M 申 36t

T 車 26.5t

MA申 MB申 丁中

56 78 84

23 35 38

2.5 - -

85km/h

カミンズNHH220-BI

187PS/2,100rpm(現地条件)

ニイガタ DBGlOO

20,800mm

3,500mm

2,703mm

l,085mm

14,600mm

2,100mm

851mm

構造および特長

このディーセ′レ動申のおもな構造および特長ほ次のとおりで

ある｡

(1)動力車(M車),付随車(T車)各1両が基本編成であるれ

10両までは垂連可能で,既存の現地ディーゼル動車とも電

通運転できるよう考慮してある｡

(2)M単にほ運転室,助手室のほかに放送設備のある車掌室が

あり,床下には187PSエンジンを2基とう載している｡

(3)T串には運転室,助手室のほかに便所が設けてあり,水は

J末下のタンクから空気圧によって給水される｡なお便所内

には足踏空気ポンプが設けてあり,ヲた気源がない場合でも

使用できるよう考慮されている｡

(4)MA車ほ客室の一部を仕切り荷物室としているので,必要

に応じてこの荷物室を料理室として使い,客室座席間には

折りたたみテーブルが設けてあるので,簡易食堂車として

も使用できる｡

(5)台わく,キーストンプレート,鋼体には含銅鋼板を使用し,

腐食による強度低下を防止している｡

(6)連結装置にはタイトロックカプラとゴム緩衝器を使用して

いるので,起動,停止の際ショックが少ない｡

(7)内張り,天井ともにアルミヒッターを使用し,室内色を寒

色にまとめている｡

(8)客室窓は下降式の完全バネバランスタイプなので,操作が

容易である｡

(9)エンジンをはじめ床下機器,車内器具類ほ,取り扱い保守

の便を考え既存車にできるだけ合わせてある｡

(10)空気圧紡機,発電枚など2基のェソジンの補磯芦熟ま床下中

口立.評論 第50巻第2号 179

有 鉄 道 納

ゼ ル 勤 車

義
巧

峯
-1書

亀払m耶

図1 テ ィ ー ゼ ノン 動 車

図2 客 宝(動 力 車)

央一個所にまとめられ,共通のわくに取り付けて台わくに

防振支持されている｡

(11)エンジン吸気は清浄な空気を吸引できるよう,車側上部か

ら取F)入れ,室内仕切りダクトで床下に導かれている｡

(12)放熱装置を屋根上に設置して床下のスペースをとり機器の

保守点検を容易iこするとともに,ファソの回転数を油圧駆

動で無段制御し,冷却水温度を適温に保ち.消費動力を最

小におさえている｡

(13)電源はDC24V蓄電池で,エンジン駆動の発電機により充

電しており,T車にはM申から電力を供給している｡

(14)運転制御は簡単で確実な方式で,主幹制御器,各種表示灯

などの連動によって誤操作を防ぎ,また各種自動保安装置

を設けて運転上の安全を確保している｡

(15)逆転機の切換は補助かみ合わせ装置によって,確実に行な

われるようになっている｡

(16)コソノミ｢タの変直切換はガノミナによって自動的に行なわれ

るので,｢.運転が容易である｡

(17)警報装置は市街地と郊外で使い分けられるよう,高･低2

個の空気笛が設けてある｡

(18)台車は心皿支持,揺まくら形の全溶接構造で,軸ばね,ま

くらばねともにコイルばねを使用し,まくらばねにはオイ

ルダ/パを併用して乗心地をよくしている｡また強度は走

行中作用するあらゆる動荷重に耐えることが,試験で確認

されている｡

(19)T車の床下には25tジャッキ2個を装備しており,非常の

場合使用㌧できるようになっている｡

(日立製作所交通事業部)
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180 目立評論 第50巻第2号

5tx20m 日立高脚水平引込式ジブクレーン

近時海外貿易の活発化に伴い,港湾における荷役の向上が大き･こ

とりあげられている｡港湾における各種雑貨の能率的荷役を対象と

し,従来のふ頭クレーンに抜本的検討を加え,このほど本機種の決

定版として5tx20m高脚水平引込式ジブクレーンを完成した｡

l.特 長

(1)トプリス式引込クレーンで荷物は水平に移動する｡

(2)鉄構部分は薄鋼板溶接の箱形断面からなる張殻構造で中空

断面のため,腐食が少なく,塗装が簡単である｡また大き

なブロックに分割されるため,組立据付が簡単,外観が優

美である｡

(3二)ブームはバランスブーム式のため,いかなる半径でもブー

ム自重とバランスウエートが相殺し,安定もよく,輪重も

小さい｡

(4)倉庫上屋3階までは,クレーン自身にて荷役ができるの

で,能率的で人件費が節約される｡

(5)クレーン後部半径が,3.3mと小さく,旋回体中心を岸壁

i･こ近寄せることができる｡また多数のクレーンが接近して

同時作業ができるので,荷役が能率的である｡

(6二1巻上装置は2t以下と2～5tの2段速度としてあるので,

作業が能率的である｡巻下速度はCF制御により全速から

%程度の速度に円滑に制御でき,作業が容易である｡

(7)引込装置は油圧式でコントロールレバーの動きに応じて,

無段階に自由な速度を得ることができるため,円滑な速度

制御が可能である｡

(8)コントローラは巻上と走行,引込と旋回のユニバーサルハ

ンドルを有し,2本のノ､ソドルですべての動作が円滑に行

なわれる｡

形 式

定 格 荷 重

旋 回 半 径

揚 程

2.仕 様

LT-DH(トプリス式引込クレーン)

5t

最小7.1m 最大20m

ンール面上 20m 面下13m

㌃･＼
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5tのとき

2tのとき

31.5mノ/min

80 m/mjn

40kW

40m/mjn7.5kW油圧

1.6rpm 7.5kW

31.5m/皿in 7.5kWx2

5m

50kgレーノン

400/440V 50/60c/S

ケーブル巻取式 50m巻取

24¢モノロープ(ノンローティティ

ソグローブ)

15,000～20,000DWT

作業時18t (風速16m/s)

暴風時 22t (風速50m/s)

(日立製作所械電事業本部)

図1 高脚水平引込式ジブタレーン
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日立評論 第50巻第2号 181

朝 日 新 聞 社 東 京 本 社 納

日 立AX_3S形ク ロ スバ交換機

このほど日立製作所では,中容量交換機として好評を博している

AX-3S形クロスバ交換機に改良を加えた800/1,000担】線無ひも式

自動構内交換機を朝日新聞社東京本社に納入した｡

新聞社の生命はニュースの迅速性と確実性iこあるといわれるこ し

たがってこれに使用される通信設隋は情報伝達のより確実性,より

迅速性が要求される｡

また局線中継台は新聞社の窓口ともいうべきもので,一般会社の

それと比べ広く公衆と密接しており,公衆からの情報提供,公衆に

対するニュースの伝達など,公衆に対するサービスが必要である｡

一方事件などによる一時的な呼のふくそうに対処するため融通性の

大きいことが必要である｡このため従来のものiこ改良を加え朝日新

聞社の要求を満足するよう設計されたものてある｡

】.墳能および特長

(1)中継方式上

(a)中継台で扱った局線と内線の通話ほコードトラソクを通L-･

て行なう保留式,あるいは=一ドトランクを開放し局線ト

ランクの見で行なう開放式の,いずれでもボタンの操作に

より行なうことができる.｡

(b)中継台で磁石式専用線のタソデム中継接続を行なうことが

できる｡扱者の負担軽減のため専用線のタンデム中継接続

を自動復旧方式とした｡

(c)より確実な接続を行なうため局線などの回線捕捉(ほそく)

は扱者が応答あるいは発信ボタンを押し全中継台共通のポ

ジショソリンク制御回路で所望の回線を捕捉する方式と.

セノダボタンで回線を指定して,各中継台単独に有するポ

ジショソリンク制御回路で捕捉する方式の二方式を併開し

てある｡

(d)障害記録は従来マーカの見で行なわれていたが.ポジショ

ソリンク制御回路でも行なうことができる｡

(2)運用上そのほか

(a)使用機器は従来一部に使用されていた石板リレー,平形リ

レー,リレースイッチを長寿命の水銀接点リン】,ワイヤ

スプリングリレーに変換したので信栢度が高いこ
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(b)中継台は木製の据置形で電話帳などを入れるひきだしを有

し,表面はヒッタライト張りである｡操作はラソブ付電け

んを用いた共通操作式である｡電けんには用途に応じ丸

形,角形のボタンを用い,ランプの断線チェックができる｡

(c)局線発信,局線着信,専用線発着信の取り扱いおよび停止

が各台任意にできるので呼のふくそう時に対する融通性が

ある｡

(d)案内線に応答したとき発呼老番号を自動的に表示するので

発呼者に番号を問うことが不要である｡

(e)内線呼出し時,ボタン1個を押すのみで特定内線に接続で

きる｡

(f)キャンプオンをしているときに内線が送受器を降ろした

ら,扱者が介入して局線と接続する手動キャンプオンと扱

者が介入することなしに局線と接続する,自動キャンプオ

ンのいずれでもできる｡

(g)セソダボタンで台聞達絡の相手台の指定二†ゴよび相子台への

転送を行なうことができる｡

(h)そのはか,着信順応答,シリーズコー′レ.積帯呼表示,コ

ードダイヤル棟旋が付加されている｡

図lに中継台の写真,図2に中継台の電けん盤実装図を,表1に

電けんおよびランプのおもな機能を示す｡

(日立製作所通信駿事業訂り
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182 日立評論 第50巻第2号

日 立 大 形

最近,工場のマンモス化,閉鎖式構造化にともない,掛･こ夏期に

おける工場内の気温の上界,空気汚染が問題になってきた｡

作業場内の気温の上昇,空気汚染は作業者の陸康に空影響を及ぼ

すばかりでなく作業能率にi缶接影響するため,窯調,換気,通風な

どにより常に快適な環境を保つことが望ましい｡

工場全体に空調を採用することは理想的であるか,設肺に費用が

かかるという難∴■.くがあり,実際には工場扇での通風により涼感を得

る方法が一般に用いられている｡従来の工場扇は床上に設置して使

用さJLるものがほとんどであるが,広い作業場全体に通風効果をも

たらすためには設置台数が多くなるきらいがあった二

今回完成されたWH-100大形工場扇は,柱上 天井などに設置

され,通風到達距離も30､40m一･こ及ぷ大容量形であるため,最小

限の台数で工場全附こくまなく通風効果をもたらすことができる｡

また大口径から吐出される臥ま脈動をもち,上√1然吼に吹かれるよう

な,やわらかい,こころよい感じであり工場全体の空気が移動する

ため,換気効果も促進さjtる｡

1.特 長

(1)インベラ径が大きいため,風の到達距離が士主∴ しかも脈

動をともなうため自然夙に似た心よい感じを与える｡

(2)インベラほ完全にバランスがとってあり,騒音,振動が最

小限に低減されている｡

(3)モートルは,軸受にほ日立ラビシールドベアリングを使用

しグリース交換の必要がなく保守が容易である｡

川
.
十
.
4

1m′主丁‾‾‾‾‾‾｢｢

2m

20 3(I 4〔lm

三[

八U6

2ロ1

m5
3m

20 30 4l_1m

図1 WH-100 吼 速 分布 図

アダプター

＼

/ノ

棚,横けた取付

工 場 扇

(4)図2のように7ダブクーの蚊糊により首の方向をいろいろ

変えることができ,取付位置に制限さjtず風の向きを希望

の方向に設術することができる｡

(日立製作所商■＼‾i-】事業部)
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日立評論 第50巻第2号

日 立八一モ= ッ ク モート ル

最近諸工業の著しい進歩に伴い,中低速回転の減速電動機の需要

が急速に増加している｡従来から中速回転のR立ギヤモートルが,

この分野で信頼性の高い製品として好評を博しているが,さらに広

範囲の需要にこたえるため,日立ギヤモートルシリーズの一環とし

て,一般の減速モートルとは根本的に原理を異にする低速仲転のIl

立ハーモニックモートルを開発した(図1)｡

1.構造と減速原考翌

日立ハーモニックモートルはアメリカUSM社が開発し,株式

会社長谷川歯車鉄工所が国内製作権を取得したハーモニックドライ

ブ減速機をモートルと合理的に一体化してきわめて軽量コソ/くクト

にまとめた減速モートルである｡その減速部はモートル軸に直結さ

れた楕円(だえん)状の玉軸受を有する,ウェーブジェネレータと楕

円変形をするフレックスおよび剛体リソグの内側に歯を有するサー

クスの主要3部品よりなり,図2に示すようにきわめて簡素な構造

である｡

減速方法は図3に示すように行なわれる｡モートル軸に直結され

た楕円形状のウェーブジェネレータにモートルの回転が伝えられる

と,ウエーブジェネレータはボールベアリングを介してフレックス

の変形(楕円形)を矢印の方向に移動させる｡このとき,フレックス

とサークスの歯は必ず一枚ずつかみ合うから,ウェーブジェネレー

タが一回転するとフレックスはサークスとの歯数の差の分だけウェ

ーブジェネレータの回転方向と逆方向に回転する｡したがって減速
比は次式で与えられる｡

Z2-Zl_ 2

Z2 Z2

Zl:サークスの歯数 ろ:フレックスの歯数
Zl-Z2=2

マイナス符号は回転方向が逆であることを示す｡

囲1 目立ハーモニヅクモートル
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グ

ス
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⑩

㊥

⑮
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入力軸オイシール

入力軸(モートル軸)
モ ーー ト ル

オ イ ル ケー ー ジ

排 抽 プ ラ グ

図2 日立ハーモニツクモートルの構造

2.仕 様

日立ハーモニックモートルの標

準仕様を表1に示す｡

3.特 長

(1)減速はすべて一段減速で

あるため同程度の減速比

サ【クス

(l対数Z,)

フレックス

(梓f致Z｡)

ウェ【プ

ジェネレータ

図3 減速原理図

を有するはかの減速モートルに比べ小形軽量である｡

(2)モートルと減速燐とが一体化されているため,据付面積が

小さく,また減速機単体形のように電動放と減速枚とを連

結する手数がいっさい不安である｡

(3)基本部品がわずか3個でこのような大きな減速比が得ら

れ,しかも長寿命なので部品交換などの費用がわずかで

すむ｡

(4)独特な減速方法なので騒音はきわめて小さく運転はいつも

静粛である｡

(5)高減速比であるにもかかわらず伝動効率が高い｡

(日立製作所商品事業部)

蓑1 日立ハーモニツクモートルの標準仕様

仕 様

機 種 略 号

HDM-0440-80

-96

-128

-160
HDM-0450-200

-242

SHDM-0450-200*

-242*

HDM-07550-80

-100

-120

-160
口DⅣト07565-208

-260

SHDM-07565-208*

-260*

HDM-1565-78

-104

-132

-158
HDM-1580-194

-258

SI寸DM-1580-194*

-258*

SIiDM-2280-194*

-22100-242*

HDM-3780-80

-96

-128
HDM-37100-160

-200

-242

SHDM-37100-200*

-242*

HDM-55100-100

-120

-160

拙乍監禁云数l詣右
両石7弼す吉元l(kⅥr)

570A山
A
】

5
.55
･4つ山

570AT
A
】

4.75

4.0

14.5

11.8

9

5

675A
‖

AT-0

1.5

5455
A
い

755A
小

22

2

69

7

5.6

4.75

17.5

14.5

10.9

貞形l式l電圧L周波数】定格序産品

TFOG K 200 50/60

1､FOG

TFOG

TFOG

K

K

K

200

200

200

TFOG K 200

5.5 TFOG KK 200

50/60

50/60

50/60

50/60

50/60

.連続

連続

連続

連続

連続

連続

(江)1.機種略号中HD九1は月armonic prive妙torの頭文字をとったもので,
HDMの後の数字はモートルの出力(kW)と減速機わく型番を示し,

の数字は減速比を示す｡

Harmonic Drive

*印は準標準です｡

出力はモートルの出力(kW)によって示す｡

立形ほ機種略号および形の前にⅤ(Vertical)

はかの仕様ほ構形と同一である｡
椀種略号の前にSという文字をつけて6極モー

07550
｢声p)

｢‾‾干上†
.¢.些里阜旦重

野

という文字が追加され,

最後

トル付であることな示す｡

-85-



184 日立評論 第50巻第2号

日 立 転

大形変圧器に使用する紙巻線は,表皮効果と過電流による損失を

低減させるため導体を細分割し,コイル巻後転位することが一般に

行なわれている｡しかし,この転位にはかなりの工数を要し,また

転位の回数が少ないので完全な転位効果が得られない｡さらに転位

に伴う接続は事故の要因にもなる,などのため転位を合理的に行な

うことが望まれていた｡

日立電線株式会社では,これら問題解決の方法としてホルマール

平角線教本ないし数十本を連続的に転位しながらより合わせ,全体

を紙巻絶縁した転位電線を開発した｡

この転位電線は下記のような特長を有し,電力需要の急増に伴い

ますます高電圧大容量化していく変圧器の巻線としてコイル巻工数

の低減,変圧器特性の向上に大いに寄与するものである｡

1.特 長

(1)各素線が完全に転位しているので従来のようにコイル単位

で行なっていた転位作業が不要となり,コイル巻作業が大

幅に簡略化できる｡

(2)多数の素線を小さなピッチで転位しているので巻線内の韓

遊損が少ない｡

(3)素線は統の代わりにホルマール皮膜で絶縁されているので

占積率が良い｡

(4)素線1本の断面積が小さいため一定重量の棒鋼から長尺電

線が製造でき(1)と相まって長尺連続コイルの製作が可能

である｡

(5)電線自体一つの大きな導体のため機械的強度が大きい｡

2.構 造

転位電線の断面構造を図1に,外観を図2に示す｡紙セパレータ

は列間に連続してそう入される｡

3.仕 様

参考までに転位電線の標準仕様を表1に示す｡素線にはほかの巻

線,たとえばガラス巻平角線なども使用できる｡

(日立電線株式会社)

位 電 線

埠休

ホルマール皮膜

紙絶縁

航セパレータ

図1 転位電線の断面構造

表1 転位電線 の 標準仕様

標 準 仕

厚 さ

素線導体rl･法

素 繰 絶 縁

幅

l幅/厚さ
材 料

皮膜厚さ

1.2～3.O mm

4.0～10mm

2 ～5

ポリビニルホルマール塗料

最小 0.03mm 最大 0.08mm

素 線 重 量

素 線 本 数

最大 約150kg

5～29(常に奇数本)

ピ ッ チ

方 向

転 位

ク の 紙 厚

素線導体幅の14～22倍

左

0.125mm

紙 厚

フ リ フ

巻 方 向

巻 枚 数

紙 巻 絶 縁

仰 造

0.055～0.125mm

%～%

右

最 小 4 枚

ド ラ ム 巻

最 小 仙 げ 存亡 径=D

(参 考 値)

D(cm)=0.6×素線導体幅(mm)×

素線本数

図2 転 位 電 線
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